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新版　放射線医科学

　福島第一原子力発電所事故の教訓から、日本学術会議の答申
を受け、医師、医療関係者への放射線教育の充実化、コアカリ
キュラム「生体と放射線・電磁波・超音波」の必修化が決定さ
れた。本書は、カリキュラムに対応した放射線に関する物理学・
生物学・化学の基礎医学から、診断・治療への応用という臨床
までの最重要項目を、最新の研究成果を踏まえて幅広くカバー。
放射線医科学の発展に伴う絶大なベネフィットと、健康リスク
科学の全容を学ぶ。
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新版刊行にあたって

医学部でのコアカリキュラム教育がスタートした平成19年に「生体と放射線･電磁波･超音波」

の指導要領に準拠した『放射線医科学―生体と放射線 ･電磁波 ･超音波―』という本書の初版本

をある出版会社から出版致しました。当時、全国の多くの医師・看護師・放射線技師・薬剤師を

めざす広い分野の学生や院生・若手研究者の手引きとなり、大好評でありました。平成25年に

その出版会社が倒産し、現在は絶版となっております。この度、ここに医療科学社より新版とし

て刊行することができました。

平成23年3月に福島第一原子力発電所の事故が発生し、放射性物質が広く拡散いたしました。

日本国民はじめ世界に大きな事故として報道され、いまだに多くの方々が避難を強いられておら

れます。この事故からの教訓として、平成28年度から医学部では新カリキュラムとなり、また

日本学術会議の答申を受けて、国立大学医学部長会議のワーキンググループにおいて、コアカリ

キュラム「生体と放射線 ･電磁波 ･超音波」が最低8コマ（16時間）の1単位科目としての必

修化の要望が決定されました。現在その教育内容について放射線の健康リスク科学教育の必修化

ワーキンググループにおいて協議が重ねられております。医学部での放射線教育の充実化が図ら

れることに鑑み、ここに改めて刊行することにいたしました。多くの医学部では平成28年度の

入学生から新カリキュラムとなっております。

放射線と放射能がレントゲンとキュリー夫人によって発見されて以来100年以上になります。

発見当初から医療への利用が注目されてきました。現在では、病気の発見と治療に放射線・放射

能は極めて有用なツールとして全世界に普及してまいりました。その他にも放射線と放射能は、

非破壊検査、殺菌、品種改良、品質保存など、極めて広い分野において我々の現代生活に恩恵の

深いものであります。

一方、放射線・放射能の管理に対しては放射線防護の大切さから、放射線・放射能の取り扱い

に関する法律が設置され、取り扱いに関しての免許制度が採用されるとともに厳しい管理が求め

られ、国民への被ばくが防がれてきました。特に医療では診断 ･治療にそれらの特性が発揮され

ベネフィットは絶大なものでありますが、人体へのリスクが予測されることも事実であります。

平成27年にDNA損傷修復機構を明らかにした3名の科学者がノーベル化学賞を受賞された

ことは、記憶に新しいことでしょう。放射線の人体影響を正しく怖がるために、最近の放射線・

放射能の研究成果をここに新版として刊行することによって、次世代の放射線を取り扱う方々に

対する教育のために、これまでの放射線・放射能利用の経緯と現状、その利点、注意すべき点な

ど、あらゆる方向性から放射線医科学について刷新いたしました。人類は英知をもって、この「便

利で怖い」放射線・放射能をいかに有益に使うかを目指したいものです。

� 監修　　　大西　武雄

�
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